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アレルギー、食物アレルギー	  
アナフィラキシーってなに？	







食物アレルギーのタイプ	

1.  即時型食物アレルギー	  
–  特殊なタイプ	  
•  口腔アレルギー症候群	  
•  食物依存性運動誘発アナフィラキシー	  

	  
2.  食物アレルギーの関与する乳児アトピー性

皮膚炎	  

3.  新生児・乳幼児消化管アレルギー	



１　即時型食物アレルギー	

•  食物摂取後１〜２時間以内に症状が出現	  
•  特に１５分以内が多く、全身じんましんや喘息症状、

呼吸困難などのアナフィラキシー症状を引き起こす
可能性あり、注意が必要	  

《発症時期》乳幼児期に多いが成人もある	  
	



口腔アレルギー症候群	  
原因食物が口の粘膜に触れることによって症状がでる接
触じんましんの一つ。ハンノキ、シラカンバによる花粉症に
なると発症することがある。学童期以降に多い	  
	  
《原因食物》	  
果物類	  
・キウイ	  
・りんご	  
・もも	  
・メロンなど	  
	  



食物依存性運動誘発アナフィラキシー	

•  運動と原因食物の組み合わせにより誘発される。	  
•  運動量が増加する小学校高学年から大人の男性に

多いアレルギー。	  
•  《原因食物》小麦、えび、いかなどの甲殻類	  
•  《症状》原因食物を食べて４時間以内に、激しい運

動をしたときのみ症状が現れます。症状は急速に進
行し、全身症状が現れることもある。	





アナフィラキシーとは？	



アナフィラキシー ”ショック”	  とは？	





原因となる物質（アレルゲン）	





診断方法	





学校での管理と発生時の対応	  
エピペンを使うのはどんなとき？ 

	

シュミレーションをしましょう！！	



学校での管理と発生時の対応	



症例１　７歳　男児	

•  乳製品によるアナフィラキシーの診断あり。エ
ピペン処方あり	  

•  給食中に友人が食べていた、粉チーズ入りの
ミートソースを誤って食べてしまった。	  

•  ５分後から全身の発赤、強い咳き込み、ゼー
ゼーする呼吸をしている。	



症例２　１２歳　男児	

•  いままでに食物アレルギーの診断なし。	  
•  給食中にエビを摂食。昼休みに走り回ってい

た。	  
•  ５時間目の授業中に、体がかゆくなり、全身

に拡がるじんましん、吐き気、腹痛を訴えてい
る。	



学校・幼稚園・保育園からの事前質問 
		  	

 １　エピペンをもっていない子がアレルギー症状を起こしたときの対応について、まず何をしたら良いか教えてください。	

 	

２　訓練は行っていますが、実際に対応が必要となった際に一番気をつけて行わなければならないことは何ですか。	

 	

３　最近増えている原因食物を教えてください。気をつけたほうが良い食べ物はありますか。	

 	

４　（幼稚園より）幼児期だからこそ、特に配慮すべき事項があれば教えてください。	

 	

５　（幼稚園より）幼稚園では、園庭の木々の収穫物を食べることがありますが、その際に留意する点はありますか。	

 	

６　アトピー性皮膚炎と食物アレルギーの因果関係はありますか？	

　食物アレルギーがあると、アトピー性皮膚炎は悪化するのでしょうか？	

 	

７　食物アレルギーの子どもが自宅等で料理を手伝う場合、気をつける点はありますか。	

 	

８　食物アレルギーの子どもに使ってはいけない薬について教えてください。	

 	

９　エピペンの使用で、事故例があれば教えてください。	

 	

１０　エピペンを誤って注射したとき、副作用などがありますか？	

 	

１１　エピペンは一人につき、何本が処方されているのでしょうか	

（上限はありますか）	

 	

１２　牛乳・乳製品アレルギーについて、ヨーグルト２００ｇまで食べられるようになったそうですが、まだ解除には至っていません。ヨーグルトと牛乳
の原因タンパク質は異なるのでしょうか。食物アレルギーが解除になるタイミングの目安を教えてください。	

 	

	



Take	  Home	  Message	

•  アナフィラキシーは緊急性が高く、また重症な
生命を脅かす病気	  

•  知識だけではなく、避難訓練同様に日頃から
のシュミレーションが大切	


